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高瀬神社 検索

一日一組のプライベート空間
◇◇  新参集殿  ◇◇

すべては一組の新たな夫婦の幸福のために

いつも幸せを祈ってきたこの場所で　今日、結婚します。
どうか神様　これからも私たちを見守っていてください。
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昨
日
、
お
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の

半
年
間
の
罪
穢
を
祓
う
「
夏
越
の
大

祓
」
を
奉
仕
し
ま
し
た
。
今
年
は
特

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
と
い
う
大
変
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ご
参
列

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
疫
病
退
散
も

強
く
願
い
な
が
ら
茅
の
輪
を
く
ぐ
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
国
内
の
感
染
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
東
京
都
な
ど

人
口
の
多
い
都
市
で
は
感
染
が
継
続

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
警
戒
心
を

緩
め
ず
感
染
防
止
に
努
め
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　
「
三
密
」
を
避
け
る
、
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
励
行
な
ど
、
こ
れ
ま
で

各
自
で
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
こ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
神
社
と
し
て

も
、
柄
杓
を
持
た
ず
手
水
が
使
え
る

よ
う
に
し
た
り
、
拝
殿
の
着
席
位
置

を
広
げ
た
り
、
ま
た
社
務
所
各
所
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
す
る
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を
し
て
、

参
拝
者
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
実
践
し
、
神
社

が
感
染
源
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
参
拝
者
、
職
員
と
も
に
罹
患
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

気
を
配
り
な
が
ら
、
安
心
し
て
お
参

り
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
奉
仕
し

て
参
り
ま
す
。

　
我
が
国
最
古
の
歴
史
書
で
あ
る
日

本
書
紀
に
は
、
第
十
代
崇
神
天
皇
五

年
に
疫
病
が
流
行
し
、
人
口
の
大
半

が
死
に
至
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
第
四
十
五
代
聖
武
天
皇

の
御
代
に
は
疫
病
の
流
行
を
は
じ

め
、
天
候
不
順
に
よ
る
飢
餓
、
大
地

震
な
ど
が
度
々
発
生
し
、
こ
れ
を
鎮

め
る
手
段
と
し
て
、
諸
国
の
神
社
に

幣
帛
を
奉
ら
れ
た
り
、
国
家
的
大
事

業
で
あ
る
東
大
寺
大
仏
建
立
に
着
手

さ
れ
た
り
、
神
仏
の
威
霊
に
よ
り
天

地
が
安
泰
と
な
る
こ
と
を
祈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
神
仏
に
頼
る
機
運
は

朝
廷
に
限
ら
ず
、
庶
民
の
間
で
も
高

ま
り
、
疫
病
神
を
追
い
祓
う
民
間
の

信
仰
（
節
分
な
ど
）
も
盛
ん
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
代
か
ら
す
で
に
国

と
し
て
の
対
策
が
施
さ
れ
、
各
分
野

（
政
治
・
経
済
・
医
療
・
宗
教
）
に
お

い
て
事
態
の
終
息
と
民
衆
の
安
寧
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
疫
病
の
根

本
的
な
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
お
い
て
、
人
々
の
心
の
安

寧
を
得
る
手
段
と
し
て
は
、
神
仏
に

祈
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
度
も
疫
病
予
防
の
妖
怪
「
ア

マ
ビ
エ
」
、
富
山
で
は
「
ク
タ
ベ
」
な

ど
、
全
国
各
地
で
ご
当
地
妖
怪
が
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
話
題
の
「
ア
マ

ビ
エ
」
は
本
物
で
は
な
い
と
い
う
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
元
々
は
名
前
も

姿
も
今
の
も
の
と
は
違
っ
て
い
て
、

書
き
写
し
て
い
く
う
ち
に
変
化
し
、

現
在
の
名
前
、
姿
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
要
は
名
前
や
姿
は

重
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
疫
病
神
の

接
近
と
い
う
差
し
迫
っ
た
状
況
に

「
藁
に
も
縋
る
」
思
い
で
、
真
剣
に
書

き
写
し
た
切
実
な
気
持
ち
が
籠
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
あ
る
方
か
ら
感
染
症
予
防

策
に
つ
い
て
、
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
キ

ラ
ー
細
胞
と
い
う
凄
い
細
胞
が
我
々

の
体
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
細
胞
を

活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
で

『
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
』

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

な
ご
し

つ
み
け
が
れ

わ
ら

す
が

お
お

は
ら
え

き
る
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
細
胞
は
全
身
を
ま
わ
っ
て
、

が
ん
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

細
胞
な
ど
を
殺
す
働
き
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
我
わ
れ
の
持
っ
て
い

る
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

こ
の
細
胞
が
増
殖
し
、
活
性
化
さ
れ

て
、
が
ん
や
感
染
症
に
か
か
り
に
く

く
し
ま
す
。
そ
の
免
疫
力
を
高
め
る

方
法
が
、
な
ん
と
「
笑
う
」
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
笑
う
だ
け
で
、
血
液
中
の

細
胞
の
働
き
が
強
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
で
も
実
践
し

て
免
疫
力
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
当
神
社
の
御
祭
神
「
大
国
様
」
の

御
顔
は
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
顔
で
あ

り
、
「
和
来
（
わ
ら
い
）
」
の
神
様
で

す
。
ま
た
、
医
療
の
神
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
こ
そ
大
国
様
の
御
加
護

を
い
た
だ
い
て
、
免
疫
力
を
大
い
に

高
め
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
わ

ら
う
門
に
は
福
き
た
る
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
は
、
科
学
的
に
裏
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
。
何
か
と
つ
ら
い
日
々
で
は

あ
り
ま
す
が
、
家
族
み
ん
な
で
大
い

に
わ
ら
い
、
福
の
神
（
大
国
様
）
か
ら

幸
福
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

祭  

事  

暦

八
乙
女
山
風
神
堂
例
祭

献

花

祭

　
六
月
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
八
乙

女
山
風
神
堂
例
祭
を
斎
行
し
ま
し

た
。
風
神
堂
は
、
強
風
「
井
波
風
」

が
吹
き
出
す
と
い
う
「
風
穴
」
の
傍

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
井
波
風
」
は
、
春
の
訪
れ
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
反
面
、
古
来
よ
り
風

害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
今
よ

り
約
千
三
百
年
前
の
養
老
元
年（
七

一
七
）、
越
前
の
僧 

泰
澄
が
八
乙
女

山
に
止
観
寺
を
建
立
し
た
際
、
人
々

の
懇
願
に
よ
り
、
風
神
を
お
祀
り
す

る
お
堂
を
建
て
た
こ
と
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
十
三
日
午
後
四
時
よ
り
、
献

花
祭
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
地

元
の
高
瀬
遺
跡
（
国
史
跡
・
平
安
時

代
初
期
の
荘
園
の
役
所
の
遺
構
）

の
菖
蒲
の
花
が
神
前
に
供
え
ら
れ
、

高
瀬
遺
跡
保
存
協
会
の
谷
口
信
夫

会
長
・
玉
井
順
一

副
会
長
が
玉
串

拝
礼
を
行
い
ま

し
た
。

春
季
祭
（
大
祭
）

御
神
山「
牛
嶽
」例
祭

　
四
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
恒
例
の

「
春
季
祭
」
を
斎
行
し
、
再
び
巡
り

来
た
春
を
喜
び
感
謝
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
世
の
平
安
と
五
穀
豊
穣
、
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
規
模
を
縮
小
す
る
な

ど
過
去
に
例
の
な
い
形
と
な
り
ま
し

た
が
、
祭
儀
は
厳
粛
に
、
滞
り
な
く

執
り
行
い
ま
し
た
。

※
牛
嶽
社
は
標
高
九
八
七
メ
ー
ト
ル

に
鎮
座
し
、
当
神
社
の
奥
宮
と
称

さ
れ
、
牛
に
乗
っ
た
「
大
国
主
命

像
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
六
日
午

前
十
時
よ
り
、

「
牛
嶽
」
山
頂

に
鎮
座
す
る
牛

嶽
社
に
於
い
て
、

例
祭
並
び
に
開

山
祭
を
執
り
行

い
、
今
年
も
清

ら
か
な
水
や
緑

な
ど
、
山
か
ら

の
豊
か
な
恵
み

と
、
入
山
者
の

安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
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ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

細
胞
な
ど
を
殺
す
働
き
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
我
わ
れ
の
持
っ
て
い

る
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

こ
の
細
胞
が
増
殖
し
、
活
性
化
さ
れ

て
、
が
ん
や
感
染
症
に
か
か
り
に
く

く
し
ま
す
。
そ
の
免
疫
力
を
高
め
る

方
法
が
、
な
ん
と
「
笑
う
」
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
笑
う
だ
け
で
、
血
液
中
の

細
胞
の
働
き
が
強
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
で
も
実
践
し

て
免
疫
力
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
当
神
社
の
御
祭
神
「
大
国
様
」
の

御
顔
は
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
顔
で
あ

り
、
「
和
来
（
わ
ら
い
）
」
の
神
様
で

す
。
ま
た
、
医
療
の
神
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
こ
そ
大
国
様
の
御
加
護

を
い
た
だ
い
て
、
免
疫
力
を
大
い
に

高
め
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
わ

ら
う
門
に
は
福
き
た
る
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
は
、
科
学
的
に
裏
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
。
何
か
と
つ
ら
い
日
々
で
は

あ
り
ま
す
が
、
家
族
み
ん
な
で
大
い

に
わ
ら
い
、
福
の
神
（
大
国
様
）
か
ら

幸
福
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

祭  

事  

暦

八
乙
女
山
風
神
堂
例
祭

献

花

祭

　
六
月
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
八
乙

女
山
風
神
堂
例
祭
を
斎
行
し
ま
し

た
。
風
神
堂
は
、
強
風
「
井
波
風
」

が
吹
き
出
す
と
い
う
「
風
穴
」
の
傍

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
井
波
風
」
は
、
春
の
訪
れ
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
反
面
、
古
来
よ
り
風

害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
今
よ

り
約
千
三
百
年
前
の
養
老
元
年（
七

一
七
）、
越
前
の
僧 

泰
澄
が
八
乙
女

山
に
止
観
寺
を
建
立
し
た
際
、
人
々

の
懇
願
に
よ
り
、
風
神
を
お
祀
り
す

る
お
堂
を
建
て
た
こ
と
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
十
三
日
午
後
四
時
よ
り
、
献

花
祭
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
地

元
の
高
瀬
遺
跡
（
国
史
跡
・
平
安
時

代
初
期
の
荘
園
の
役
所
の
遺
構
）

の
菖
蒲
の
花
が
神
前
に
供
え
ら
れ
、

高
瀬
遺
跡
保
存
協
会
の
谷
口
信
夫

会
長
・
玉
井
順
一

副
会
長
が
玉
串

拝
礼
を
行
い
ま

し
た
。

春
季
祭
（
大
祭
）

御
神
山「
牛
嶽
」例
祭

　
四
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
恒
例
の

「
春
季
祭
」
を
斎
行
し
、
再
び
巡
り

来
た
春
を
喜
び
感
謝
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
世
の
平
安
と
五
穀
豊
穣
、
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
規
模
を
縮
小
す
る
な

ど
過
去
に
例
の
な
い
形
と
な
り
ま
し

た
が
、
祭
儀
は
厳
粛
に
、
滞
り
な
く

執
り
行
い
ま
し
た
。

※
牛
嶽
社
は
標
高
九
八
七
メ
ー
ト
ル

に
鎮
座
し
、
当
神
社
の
奥
宮
と
称

さ
れ
、
牛
に
乗
っ
た
「
大
国
主
命

像
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
六
日
午

前
十
時
よ
り
、

「
牛
嶽
」
山
頂

に
鎮
座
す
る
牛

嶽
社
に
於
い
て
、

例
祭
並
び
に
開

山
祭
を
執
り
行

い
、
今
年
も
清

ら
か
な
水
や
緑

な
ど
、
山
か
ら

の
豊
か
な
恵
み

と
、
入
山
者
の

安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。



第66号 越 中 一 宮

45

第66号越 中 一 宮

　　　　　　　 Facebook

　
六
月
十
一
日
、
大
神
様
の
御
神
霊
と
御
神
火
が
砺
波
地
区
の
各
農
業

協
同
組
合
を
巡
行
し
ま
し
た
。
各
農
協
に
お
い
て
ご
代
表
以
下
職
員
の

お
出
迎
え
を
受
け
、
本
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
ま
し
た
。

祈
年
穀
祭（
大
祭
）

　
六
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
農
作
物
が
虫

害
の
影
響
な
く
豊
作
に
な
る
よ
う
祈
念
す

る
、
祈
年
穀
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
祈
年
穀
祭
は
、
飛
鳥
時
代
、
深
刻
な
病
虫

害
が
発
生
し
、
こ
の
事
態
を
重
く
見
ら
れ
た

天
武
天
皇
が
勅
使
を
遣
わ
さ
れ
、
病
虫
害
の

終
息
と
豊
作
を
祈
願
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
典
で
は
、
古
式
に
則
り
忌
火
鑽
り
し
、

宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
砺
波
地
区
農
業

協
同
組
合
協
議
会
か
ら
の
幣
帛
が
供
え
ら

れ
、
本
年
の
参
向
使
と
な
み
野
農
業
協
同
組

合
常
務
理
事
土
田
英
雄
氏
に
よ
っ
て
祭
文
が

奏
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
標
前
に
奉

仕
員
・
参
列
者
が
整
列
、
灯
さ
れ
た
か
が
り

火
に
拝
礼
し
、
本

年
の
五
穀
豊
穣
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の

願
い
が
籠
っ
た
祈

願
符
を
か
が
り
火

に
く
べ
、
そ
の
鎮

静
化
と
罹
患
者
の

回
復
を
祈
念
し
ま

し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ

た
五
月
十
七
日
、

南
砺
市
の
南
山
見

交
流
セ
ン
タ
ー
前

の
献
穀
田（
富
山

県
神
社
庁
共
催
）

で「
御
田
植
祭
」を

斎
行
し
ま
し
た
。

　
早
乙
女
姿
の
女

子
生
徒
五
名
が
、

谷
川
徹
氏
よ
り

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
苗
を
受
け
取

り
、
心
を
込
め
丁

寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
農
業
関
係
者
・
保
護

者
を
始
め
井
頭
克
彦
富
山
県
神
社

庁
副
庁
長
、
長
谷
川
孝
德
砺
波
支

部
長
に
も
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。

第
二
十
回 
人
形
展 

　
　
　
　
　〜
一
期
一
会
〜

…
こ
も
れ
び
の
杜
に
咲
く
―

　
　
　い
け
ば
な
と
人
形
た
ち
…

行
　
程

「
御
田
植
祭
」
斎
行

　
奉
耕
者 

　
谷
川
　
徹
氏

　
井
波
地
域
農
業
者
会

　
　
　
　
（
岩
﨑
　
修 

会
長
）

献
穀
田
だ
よ
り

早
乙
女
奉
仕
者

北
山
　
英
夏
さ
ん
（
高
校
生
）

谷
田
穂
乃
香
さ
ん
（
中
学
生
）

前
田
琴
々
美
さ
ん
（
中
学
生
）

野
村
　
史
来
さ
ん
（
中
学
生
）

高
橋
　
奏
乃
さ
ん
（
中
学
生
）

　　
七
月
二
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、

古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
と
お
別
れ

を
告
げ
る
「
人
形
感
謝
祭
」
を
行
い

ま
す
。

　
当
日
は
、

慣
れ
親
し
ん

だ
人
形
に
感

謝
の
真
心
を

込
め
て
、
境

内
の
奉
斎
場

に
ご
自
身
の

手
で
綺
麗
に

飾
っ
て
み
て

は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

祈
願
料
　
手
提
げ
袋
一
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円
〜

受
　付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
本
年
に
限
り
、
前
日

の
二
十
四
日
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

及
び
当
日
の
二
十
五
日
午
前
九
時
〜

午
前
十
時
ま
で
受
付
致
し
ま
す
。

　
　
七
月
二
十
四
日
（
祝
）
〜

　
　
七
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

会
　場
　
髙
瀬
神
社
平
成
殿

入
場
料
　
無
料

　
数
々
の
創
作
人
形
と
い
け
ば
な
が

神
社
を
彩
る

「
人
形
展
」

を
行
い
ま

す
。
県
内
外

の
作
家
が
持

ち
寄
っ
た
創

作
人
形
と
の

一
期
一
会
を

お
楽
し
み
下

さ
い
。

人
形
感
謝
祭

なんと農業協同組合福光農業協同組合

いなば農業協同組合となみ野農業協同組合

い
み  
び   
き
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『
大
輪
あ
さ
が
お
展
』 

開
催

7月 ６・18・30日
8月11・23日
9月 ４・16・28日
10月10・22日
11月 3・15・27日
12月 9・21日

戌の日 （安産祈願）

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

※
毎
年
ご
奉
仕
頂
い
て
お
り
、
本
年
も

爽
や
か
な
境
内
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

【
表
紙
写
真
】

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
頂
け
ま
す
。

各
種
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
（
〇
七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

髙
瀬
稲
荷
社

　
感
染
症
の
第
一
波
が
鎮
静
化
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。
緊
急
事
態
宣
言
時

の
気
持
ち
を
緩
ま
せ
る
事
無
く
、
感

染
症
に
注
意
し
た
生
活
を
心
が
け
る

と
共
に
、
一
日
も
早
く
事
態
が
鎮
静

化
す
る
様
、
ご
祈
願
ご
奉
仕
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

奉 

納

〇
「
境
内
剪
定
作
業
」

　
小
矢
部
市
津
沢

　
　
株
式
会
社
　
越
路
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
代
表
取
締
役
　

　
　
　
　
西
尾
　
倫
顕 

殿

〇
「
除
菌
水
」

　
南
砺
市
久
戸

　
　
有
限
会
社
　
丹
保
建
設

　
　
　
代
表
取
締
役
　

　
　
　
　
鹿
熊
　
秀
夫 

殿

〇
「
玉
ね
ぎ
」
三
箱

　
　  

勧
学
院
営
農
組
合 

殿

　
日
時
　
八
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
〜
八
月
十
日
（
月
・
祝
）

　
主
催
　
南
砺
市
あ
さ
が
お
会

　
　
　
　
　
　
　
（
森
田
光
正
会
長
）

　　
本
年
も
、
お
盆
前
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
境
内
に
お
い
て
「
大
輪

あ
さ
が
お
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
輪
朝
顔
は
、
花
径
の
大
き
な
朝

顔
で
、
明
治
以
降
栽
培
が
盛
ん
に

な
り
、
現
在
で
も
広
く
愛
さ
れ
て

い
る
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　
期
間
中
、
会
員
の
方
々
が
丹
精

を
込
め
て
育
て
ら
れ
た
色
と
り
ど

り
の
朝
顔
が
境
内
を
彩
り
ま
す
。

是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

　
当
神
社
で
は
、
二
月
二
十
九
日
よ
り
、
毎
朝
の
日
供
祭
と
併
せ
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
鎮
静
祈
願
祭
」
を
斎
行
し
、
一

日
も
早
い
事
態
の
終
息
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
参
り
の
皆
様
の
安
全
を
考
慮
し
、
左
記
の
通
り
の
対
策
し

て
お
り
ま
す
。
ご
参
拝
の
折
は
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
手
水
舎
で
は
、
柄
杓
使
用
を
見
合
わ
せ
、
流
水
式
に
て
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

●
境
内
・
屋
内
各
所
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

手
指
の
消
毒
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
※
各
所
定
期
的
に
消
毒
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
祭
典
、
祈
祷
時
は
換
気
の
為
、
拝
殿
他
の
扉
を
解
放
し
て
お
り
ま
す
。

●
職
員
は
マ
ス
ク
着
用
に
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
拝
の
方
も
な

る
べ
く
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※神社で作成した
　妖怪「アマビエ」のぬりえ

ご参拝の折は
ご自由にお持ち下さい。

勸
學
院
落
猶
嚴
然
　
　

黎
民
康
寧
拝
神
前
　
　

巨
木
緑
縟
散
居
標
　
　

日
月
晟
晟
永
代
傳
　
　

勧
学
の
院
落 

猶 

厳
然
な
り

黎
民 

康
寧 

神
前
に
拝
む

巨
木 

緑
縟 

散
居
の
標

日
月 

晟
々
と
し
て 

永
代
に
伝
え
ん
　
　

題
越
中
一
宮

令
和
二
年
水
無
月

八
秩
　
有
二
　
啓
邨
作

「
南
砺
吟
道
大
会
」
ご
寄
稿 

門
田
忠
行
氏

越
中
一
宮
に
題
す
　

漢
詩
「
題 

越
中
一
宮
」

（
大
意
）

一
族
の
学
問
を
進
め
る
学
校
と
し
て
の
神
社
は
、
日
頃
か
ら
神
秘
的
な

祈
り
の
場
と
し
て
厳
然
と
し
て
い
る
。
民
衆
は
穏
や
か
な
世
と
健
や
か

な
人
生
を
祈
っ
て
拝
ん
で
い
る
。
大
き
な
杉
や
樹
木
は
生
い
茂
り
、
地

域
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
る
。
常
日
頃
か
ら
明
る
い
未
来
を
期
し
て

鎮
座
し
て
お
り
、
後
世
ま
で
永
久
に
伝
え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
国
造
り
の
神
を
祀
る
由
緒
あ
る
古
社
で
、
二
千
年
の
歴
史
を
大
切
に

し
、
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て
「
七
言
絶
句
」
に
す
る
。

※
本
来
、
右
の
漢
詩
は
、
近
隣
に
て
開
催
さ
れ
る
「
南
砺
吟
道
大
会
」
に
ご
寄

稿
さ
れ
、
ご
披
露
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
同
大
会
の
開
催
が
見
合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

漢
詩
「
題
越
中
一
宮
」
の
作
詞
に
当
た
っ
て

か
ん
が
く
　
　 

い
ん
ら
く
　
な
お    

げ
ん
せ
ん

れ
い
み
ん   

こ
う
ね
い 

  

し
ん
ぜ
ん
　    

お
が

き
ょ
ぼ
く  

り
ょ
く
じ
ょ
く  

さ
ん
き
ょ
　  

し
る
べ

に
ち
げ
つ   

せ
い
せ
い
　                     

え
い
だ
い
　    

つ
た

五
反
　
日
乃

米
田
　
亜
依

畠
山
　
愛
梨

　
令
和
二
年
七
月
一
日

　
　
　
　
巫
女
を
命
ず
る

辞

　令
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『
大
輪
あ
さ
が
お
展
』 

開
催

7月 ６・18・30日
8月11・23日
9月 ４・16・28日
10月10・22日
11月 3・15・27日
12月 9・21日

戌の日 （安産祈願）
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株
式
会
社第66号

撮影：南部スタジオ
令和 2 年 7月1日
https://www.takase.or.jp/

高瀬神社 検索

一日一組のプライベート空間
◇◇  新参集殿  ◇◇

すべては一組の新たな夫婦の幸福のために

いつも幸せを祈ってきたこの場所で　今日、結婚します。
どうか神様　これからも私たちを見守っていてください。


